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結城史郎
はじめに
詩人ＷＢイェイツ（1865-1939）は，祖国アイルランドにおける文学的評
価において，いまだに微妙な立場にある。偉大な詩人と賛美される一方で，ア
イルランドからの逸脱者という批難もある。こうした論争の背景にあるのが，
カトリック対プロテスタントという，アイルランドの抱えた政治論争である。
そしてこの論争はイェイツたちが展開した，アイルランド文芸復興運動そのも
のの意義へと広がっている。イェイツはイギリス系アイルランド人として，ア
イルランドでの自らのアイデンティティを確立する必要があったが，しかしカ
トリック側はその貴族的な高`慢な姿勢に対する違和感をいまだ忘れていない。
イェイツが政治と無縁であったわけではない。獄中生活を送ったことのあるジョ
ン・オリアリーからは文学の方向をめぐって教示を受け，恋人モード・ゴンと
の交流から現実への眼ざしを研ぎ澄まし，第一次大戦中のさなかの事件である
復活祭蜂起やその後の内紛により自己の役割を模索した。エドワード・サイー
ドの講演を契機として(1)，イェイツはアイルランドのために奮闘した国民詩人
として回収され始めている。
にもかかわらず，イェイツの営為は，宗教や政治といった国家の情勢だけで
なく，その枠を超えたところにあったことも確かである。文学においても，ア
イルランドよりもイギリスへ，イギリスよりも大陸へといったように，その関
心の領域は広がった。そうした彼の文学的マニフェストとなっているのが，初
期の詩集『薔薇』（1893）の最後に収められた「来たるべき時代のアイルラン
ドへ｣(2)という詩である。デイヴィス，マンガン，ファーガソンといった先行
詩人を乗り越え，自らをアイルランド詩人として定立しようとしている。この
詩は図らずも年少のジェイムズ・ジョイスの「検邪聖省」（1905）において風
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刺されることになるが，ジョイスの目指していたのも大陸の文学であり，その
目標において違うものではない。「来たるべき時代のアイルランド」はすでに
到来している。本稿ではイェイツが射程においていた文学の広がりをめぐり，
P､ＲＢの「宿命の女」との関わりに着目し，その政治の背景をなす美学を考
察することにしたい。
神話と現実
イェイツの父親ジョン・バトラー・イェイツは，彼が生まれて間もなく，法
律家としての安定した将来性のある職業を捨て，画家としての道を歩むことに
なった。この決断が家族にもたらした影響は大きい。妻の人生を狂わせたとい
うのは伝記作家の意見の一致するところであるが，子供たちの生涯にも大きな
影響を与えたことは間違いない。仕事の都合でロンドンでも暮らし，その地の
芸術家との交流もあった。いずれ長男は詩人に，次男は画家として名声を確立
することになる。とりわけ長男のイェイツにとり，都市ロンドンと母方の郷里
スライゴーとの間の往還は，詩的想像力を刺激するものであったろう。イギリ
スとアイルランドの対立のみならず，アイルランド内部でのカトリックとプロ
テスタントとの対立も感知するようになった。
そうした若き日のイェイツの心境を示す詩の一つとして，『薔薇』に収めら
れた「イニスフリー湖島」がある。これはスライゴーのギル湖に浮かぶ小さな
島，イニスフリーについて謡った詩である。ロンドンで書かれているが，故郷
が彼の想像力を刺激してやまない心情を描いている。最後の言葉を引用してお
きたい。都市での生活に孤独をかみしめながら，望郷の念に苛まれていたと思
われる。
Ｉｗｉｌｌａｒｉｓｅａｎｄｇｏｎｏｗ,ｆｏｒａｌｗａｙｓｎｉｇｈｔａｎｄｄａｙ 
ｌｈｅａｒｌａｋｅｗａｔｅｒｌａｐｐｉｎｇｗｉｔｈｌｏｗｓｏｕｎｄｓｂｙｔｈｅshore； 
Ｗｈｉｌｅｌｓｔａｎｄｏｎｔｈｅｒｏａｄｗａｙ,ｏｒｏｎｔｈｅｐａｖｅｍｅｎｔｓｇｒｅｙ， 
Ｉｈｅａｒｉｔｉｎｔｈｅｄｅｅｐｈｅａｒｆｓｃｏｒｅ． 
スライゴーはアイルランドの北西部にあり，いまだアイルランド語も話され
ていた。イェイツが生まれたのはダブリンであり，ロンドンとは比較にならな
いが，イギリスの支配下にあり，都市としての側面も維持していた。このよう
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な背景から，ロンドンよりもダブリン，ダブリンよりもスライゴーヘと，郷愁
が募ったものと思われる。イェイツが思春期を過ごした１８８０年代のアイルラ
ンドは，自治権獲得運動の高揚期にあたる。そのため地主階級であった父親も，
土地を奪われるなど不遇な状況にあった。一家が連合主義に傾くことがなかっ
たのは，父親ののびやかさによるところ大である。そのような家庭状況もあっ
てか，光がさざめく神秘的な景勝の地を数多く残す，アイルランド西部に対す
るイェイツの郷愁は強かった。
イェイツは1884年にダブリンの美術学校へ入学した後，ほどなく退学して
詩作へと方向を転じる。大学進学がかなわなかったために，美術学校へ入学し
たという経緯もあるが，画布よりも言葉のリズムへの関心が高かったというの
が実情であろう。ジョージ・ラッセルは，この美術学校のころの友人であり，
生涯にわたり文学的な交流もあった。イェイツの詩は絵画と絡めて論じられる
ことが多い。ラッセルの絵画をイェイツの詩に添えた著書も出版されている。
ＰＲ.Ｂに関心を示した父親の影響の下，イェイツ自らも，その画風に影響さ
れ，言葉を用いて同じようなイメージを刻印しようと願ったのであろう。イェ
イツの初期の詩はきわめて絵画的である(3)。
そして父親がゲイブリエル・ダンテ・ロセッティを私淑していたように，イェ
イツも，ロセッティのみならず，その弟子であるエドワード・バーン＝ジョー
ンズやウィリアム・モリスなどに共鳴していた。とりわけモリスとの交流は深
く，彼の家を訪れることも頻繁であった。イェイツが『アシーンの放浪，その
他の詩』（1889）を執筆したのもこのころのことであった。父親の影響の下で
P・ＲＢに関心を示し，自らの感,性においてもＰＲ.Ｂから無意識に影響を受
けていたらしい。オスカー・ワイルドやアーサー・シモンズなどへと交流が広
まった。いずれも当時の文学界の立役者であり，いずれもＰ・ＲＢに関心を寄
せていた。ワイノレドは芸術論のスポークスマンであり，シモンズは雑誌を編集
するなど卓越した批評眼の持ち主であった。
ＰＲＢ・の画風の特徴はその色彩と模様にある。写実的な細密描写をモットー
としながらも，その装飾的な色彩や模様は神秘的であった。そして女性を中心
にして，その背景に添えられる花や文学的なテーマも見事である。さらにその
ロマン派的な反社会性も，イェイツの関心を引き付けた。父親がイェイツに教
えたのは，Ｐ・ＲＢ､の画家たちであるとともに，革命詩人ブレイクでもあった。
ヴィクトリア朝の物質主義はイェイツの忌避するところであったらしい。イェ
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イツの二人の妹たちも，モリスの影響を受け，出版や装飾といった分野で，い
ずれイェイツの仕事を手伝うことになる。
実際，このころ執筆された『アシーンの放浪，その他の詩」とりわけそこ
での女性の描写には，ＰＲＢ・の影響が色濃い。イェイツの手本とした女性像
は，ロセッティやバーン＝ジョーンズらの「宿命の女」であった。したがって，
主人公アシーンが心惹かれる常若の国の王女ニーヴァも，そうした女性の一人
である。官能的でありかつ装飾的に描写されている。たとえば，イェイツの伝
記作者テレンス・ブラウンは，以下のニーヴァの描写をめぐり，「ロセッティ
の誘惑者，バーン＝ジョーンズの色彩，ウィリアム・モリスの服飾｣(4)といっ
た多様な影響を読み取っている。
Ｈｅｒｅｙｅｓｗｅｒｅｓｏｆｔａｓｄｅｗｄｒｏｐｓｈａｎｇｉng 
Uponthegrass-blades'bendingtips， 
Andlikeasunsetwereherlips， 
Astormysunsetderdoomedships， 
Herhairwasofacitrontincture， 
Andgatheredinasilvercincture； 
Ｄｏｗｎｔｏｈｅｒｆｅｅｔｗｈｉｔｅｖｅｓｔｕｒｅｆｌｏｗｅｄ， 
Ａｎｄｗｉｔｈｔｈｅｗｏｖｅｎｃｒｉｍｓｏｎｇｌｏｗｅｄ 
Ｏｆmanyafiguredcreaturestrange， 
Ａｎｄｂｉｒｄｓｔｈａｔｏｎｔｈｅｓｅｖｅｎｓｅａｓｒａｎｇｅ 
Ｆｏｒｂｒｏｏｃｈ'twasboundwithbrightsea-shell， 
Ａｎｄｗａｖｅｒｅｄｌｉｋｅａｓｕｍｍｅｒｒｉｌｌ， 
ＡｓｈｅｒｓｏｆｔｂｏｓｏｍｒｏｓｅａｎｄｆｅｌＬ 
武人のアシーンは，王女ニーヴァに誘われて，現実の世界に背を向け，三百
年もの長きにわたって空想の世界で暮らすことになる。その後，かつての同志
たちの状況を懐かしみ，アシーンがただ一人，現実の世界に戻ってくる。する
とこの世界はすでにキリスト教化して久しかった。絶望したアシーンは現実の
世界との接触により死にはてる。きわめて単純な物語でありながらも，キリス
ト教以前の神話の時代に対する，イェイツの強烈な郷愁が示唆されていよう。
このころのイェイツの渇望する女性は，鯵屈した現実の生活を補ってくれる，
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いわば代償としての存在でもあったのだ。
こうした古代への'瞳`爆を煽ったのはやはりＰＲＢ・の絵画であった。ロセッ
ティが亡くなったのは1882年のことであったが，その偉業を讃える展覧会が
各地で開かれていたのである。その人気は高かった。ロセッティを継承するモ
リスやバーン＝ジョーンズがいまだ活躍していたことも，ＰＲＢ､の影響力の
広がりを示している。『自叙伝』におけるこのころの回想として，イェイツは
｢ロセッティがだれにもまして無意識の大きな影響を及ぼした｣(5)と述べてい
る。個性の強い父親の影響を受けながらも，同時に打ち沈んだ母親への思慕も
募らせていたのであろう。Ｐ､ＲＢの「宿命の女」への郷愁には，イェイツの
エディプス＝コンプレックスも潜在していたと思われる。ちなみに，「アシー
ンの放浪，その他の詩』が出版される前年の晩夏，母親が第一回の発作を患っ
ていた。イェイツがいまだこの物語詩を推敲していたころである。
モード・ゴンとの運命的な出会いはそんな折のことであった。『アシーンの
放浪，その他の詩』が出版されて間もない1889年１月３０日，ジョン・オリア
リーの紹介状をたずさえ，ゴンがロンドンのイェイツ宅へ訪ねて来たのである。
それ以前にも，イェイツはキャサリン・タイナンのような自己を主張する女性
への憧』環はあったが，ゴンの登場は彼の人生を変えることになった(6)。ゴンは
絶世の美女と言われていたように，イェイツは初対面で圧倒されてしまった。
この後，イェイツは拒まれながらも，何度も彼女に求婚することになる。彼女
の二度の結婚という事実を前にしながらも求婚を続け，最後にはゴンの代理と
して，その娘イズールトにも求婚することになる。イェイツのその後の現実へ
の関わりは，まさしくモード・ゴンとのこの出会いを契機としている。
二人の出会いはゴン２２歳，イェイツ２３歳のことである。独立もままならぬ
ばかりか，世間知らずのイェイツにとり，ゴンは絵画の世界から抜け出て来た
ような存在であったらしい。イェイツはそのときの驚きをこう記している。
Ｉｈａｄｎｅｖｅｒｔｈｏｕｇｈｔｔｏｓｅｅｉｎａｌｉｖｉｎｇｗｏｍａｎｓｏｇｒｅａｔｂｅａｕｔｙ・
Itbelongedtofamouspictures，topoetry，tosomelegendry 
past、Acomplexionliketheblossomofapples,ａｎｄｙｅｔｔｈｅｆａｃｅ
ａｎｄｂｏｄｙｈａｄｔｈｅｂｅａｕｔｙｏｆｌｉｎｅａｍｅｎｔｓｗｈｉｃｈＢｌａｋｅｃａｌｌｓｔhe 
highestbeautybecauseitchangeｓｌｅａｓｔｆｒｏｍｙｏｕｔｈｔｏａｇｅ,ａｎｄ 
ａｓｔａｔｕｒｅｓｏｇｒｅａｔｔｈａｔｓｈｅｓｅｅｍｅｄｏｆｄｉｖｉｎｅｒａｃｅＨｅｒｍｏｖｅ‐ 
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ｍｅｎｔｓｗｅｒｅｗｏｒｔｈｙｏｆｈｅｒｆｏｒｍ,ａｎｄｌｕｎｄｅｒｓｔｏｏｄａｔｌａｓｔｗｈｙ 
ｔｈｅｐｏｅｔofantiquity，whereｗｅｗｏｕｌｄｂｕｔｓｐｅａｋｏｆｆａｃｅａｎｄ 
ｆｏｒｍ,sings,ｌｏｖｉｎｇｓｏｍｅｌａｄｙ,thatshepaceslikeagoddess.(7) 
アイルランドと女性表象
イェイツにとりモード・ゴンの登場は驚きであったし，彼の「宿命の女」は
この現実の女性を中心に展開することになる。ゴンは詩人としてのイェイツに
とり，まさしく理想的な女性であったのだ。間もなくイェイツは，このゴンを
ミューズとして崇めながら，アイルランドの自治権獲得運動へと視野を広げる。
女性的なものへの偏愛ということに対してアイルランドで抵抗がなかったわけ
ではないが，ゴンという存在そのものに効力があったことも事実である。彼女
は民族主義を標傍する美しき女性として広く知られており，アイルランドの
｢宿命の女」でもあったのである。イェイツの個人的なゴン賛美が国家賛美へ
と広がるのも間もなくのことであった。
ひるがえって，イギリスの批評家マシュー・アーノルドは，『ケルト文学研
究について』（1867）において，イギリス文学がケルト的な感性に多くを負っ
ていると論じた。イギリス人が事実を基礎としているのに対し，アイルランド
人は想像的であることによる。この賞賛は論弁であった。実際，アーノルドは
その後のアイルランドにおける自治権獲得運動をめぐり，反対論を強硬に展開
している。たとえ想像力が豊かであるにしても，事実に対する観念が希薄であ
るなら，国家は無秩序に陥るであろうというのが彼の言い分である。『文化と
無秩序」（1869）においても，アーノルドは同じく，アイルランドが文化を欠
く無秩序な国家であると示唆していたと思われる。
さらに，アーノルドはイギリス人を男性的，アイルランド人を女性的と特徴
づけた。国家が女性として表象されるのは一般的なことで，イギリスはブリタ
ニア，アイルランドはヒベルニアやエリンなどと名称されていた。だがアーノ
ルドはそれに留まらず，性別による国家の差異化を説いたのだ。アーノルドの
念頭にあったのはそれぞれの国家の感性の相違であったのだが，アイルランド
に対する無意識の偏見がやはり読み取れる。イギリスとアイルランドの関係を
｢夫婦」とする比嶬はイギリスには古くからあり，アイルランド支配の口実に
されていたからだ。単純な論理である。
アーノルドもそうした慣習に倣っただけかもしれない。たとえば，ジョナサ
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ン・スウィフトさえも，「傷つけられた女性の物語」（1746）において，イギリ
スの策謀を批判しながら，「夫婦」という比噛を用いている。すなわち，イギ
リス人は，二人の妻を持ち，その二人に無礼を働いているというのである。二
人の妻とは，アイルランド海という「川」の向こうに住む主人公のアイルラン
ド人の女性，ならびにアドリアヌスの城壁という「壁」の向こうのスコットラ
ンド人という女性である。イギリス人が「夫｣，アイルランド人が「妻」であ
るとするならば，イギリスによるアイルランド併合は，論理としても当然のこ
とであったろう(8)。
その一方，民族主義の大義が女性としての国家に奉仕することにあったこと
も否定できない。アイルランドにおいてもその点では変わりない。１８５０年代
以降の民族主義の高まりを示すものとして，マンガンがアイルランド語から翻
案した，「黒髪のロザリーン」（1847）という詩がある。これはカトリック教国
スペインと協力し，アイルランドの独立を手にすることを謡っている。黒髪の
ロザリーンはアイルランドの化身である。ブライアン・フリールの劇『歴史を
書くこと』（1988）は，そうした感傷的な崇拝が招いた悲劇を描いて見事であ
る。スペインと謀って蜂起を企てたアイルランドが，エリザベス－世の軍隊に
よって弾圧されるまでを描いている。アイルランドの支配は彼女のチューダー
朝において完成されたと言われている。こうしてアイルランド北部アルスター
へ，多くのイギリス人入植者が送り込まれることにもなった。にもかかわらず，
その後のイギリスの植民地支配を鑑み，マンガンは「黒髪のロザリーン」を再
び蘇生させたのである。時宜を得たもので，アイルランドの国家表象として民
族主義者たちの間にまたしても広まった。
イェイツの劇『キャスリーン・ニ・フーリハン』（1902）も，マンガンの
｢黒髪のロザリーン」に影響され，同じく人々から歓迎された作品である。イェ
イツは1890年代から劇作も試みていた。これは翌日に長男の結婚をひかえた
アイルランド西部の農家に，表題の「貧しい老婆」が現れ，「友人」と協力し
て「よそ者」を追放してくれと懇願する物語である。彼女の所有する「四つの
美しい土地」が奪われてしまったからである。ここで「友人」がフランス人，
｢よそ者」がイギリス人であるとすれば，「四つの美しい土地」はアイルランド
に相当する。比嶮的な劇作品であるが，老婆の真意を理解するのは難しくない。
物語は1798年に起こった実際の出来事で，アイルランドはこのとき，カトリッ
ク教国フランスと手を組み，独立を獲得しようと蜂起したのである。そして独
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立を手にした暁には，「貧しい老婆」が「女王」として蘇るように，疲弊した
アイルランドも豊かな大地として再生するという設定だ。「貧しい老婆」は巧
みな国家表象であり，イェイツの視座の広がりが読み取れる。
この劇はその後のアイルランドの独立に大きな影響を及ぼしたとされる。当
時の観客に感動を与えたばかりではなく，国民の意識の変革にも力があったの
だ。後年，イェイツ自らもその影響を顧みて，この劇により多くの国民がイギ
リスの銃口の前に立つことになった，と「最後の詩集」（1936-39）所収の「人
と木魂」で述懐している。第一次大戦中の１９１６年，アイルランドで復活祭蜂
起が勃発したのである。突然の出来事であり，まったく無謀な蜂起であった。
イェイツもこの事件を「1916年復活祭」という詩に認め，「恐ろしい美が誕生
した」というリフレインでその驚きを示した。イギリス側の裁判なしの処刑と
いう失策のため，その首謀者たちは神話化され，アイルランドは独立への道を
歩み始めたのである。その功労者としてイェイツの存在を認めないわけにはい
かない。
対照的なのがイェイツの失敗作，『キャスリーン伯爵夫人』（1893）であった。
これは1899年に上演される以前から，また上演中にも，観客から批難を受け
た。キャスリーン伯爵夫人が飢饒で疲弊した農民を救出するため，東方から来
た商人に魂を売るという箇所に，カトリックの人々が敏感に反応したことによ
る。「東方から来た商人」は物質主義に拠って立つイギリス人の意であり，そ
のイギリス人に魂を売る地主のキャスリーン伯爵夫人は，救済者であるよりも，
むしろイギリス側の人間に思えたことだろう。地主階級と繋がりのあるイェイ
ツの貴族的な意識が，キャスリーン伯爵夫人に無意識裡に投影されてしまった
ためでもある。飢饒で飢えた農民への共感も希薄であった。
実のところ，『キャスリーン・ニ・フーリハン』の魅力は，「貧しい老婆」の
舞台外での変身にあった。演じたのはモード・ゴンであり，キャスリーン・ニ・
フーリハンは老婆に身をやつしながらも，本来は美しき女性であるという設定
に，民族主義者としての共鳴を読み取ったのである。ゴンはまさしく「宿命の
女」であり，観客を曇惑する存在であった。内容の単純なことも功を奏した。
1845年から1849年にいたる，じゃがいも不作の大飢謹というトラウマも前景
化されてはいない。今から思えば不思議なことであるが，大飢鐘は十九世紀の
｢アウシェピッツ」にも等しかった。国民は反英感`情を募らせ，その記憶を抑
圧していたのである。
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そのようなアイルランド国民にとり，アーノルドの「女性的」という評言は
侮蔑に他ならなかった。要するに，国家を女性として表象することに対して，
アイルランド国民は拒否反応を示していたということだ。父権制を拠り所とす
るアイルランドにおいて，女性の隷従は当然のことであったろう。あるいはアー
ノルドの評言に抗するかのように，父権制が強化されたとも言ってもすぎるこ
とはない。ジョン･ミリントン・シングの『谷間の陰』（1903）に対する観客
の批難にも，そのような実状が現されている。老齢の夫の寂しい生活を捨て，
放浪者と出奔する女性ノーラの自立的な身振りに，観客は怒りを爆発させたの
である(9)。同じころに上演された，イブセンの「人形の家』の評判も，やはり
芳しくなく，無視されたのが実`情である。当時，女性の権利をめぐる運動も始
動していたが，その主張が受け入れられるまでにはやはり時の流れが必要であっ
た。
その意味で，「キャスリーン・ニ・フーリハン」の成功は，モード．ゴンと
いう存在と切り離すことができない。女性を崇拝するイェイツの視点が斬新で
あったわけではない。『キャスリーン伯爵』における詩人アリールの伯爵夫人
への思慕にも，イェイツのゴンヘの偏愛が読み取れるが，イギリス系アイルラ
ンド人という，作者イェイツの負の部分を観客に隠すことはできなかった。そ
れと対照的なのが『キャスリーン・ニ・フーリハン』で，モード・ゴンという
実在の女性を背景にして，国民の無意識に訴えるところが大であった。ゴンは
イェイツのみならず，国民にとっても「宿命の女」となったのである。ゴンに
捧げた『キャスリーン伯爵夫人』が失敗し，ゴンが出演しただけで『キャスリー
ン・ニ・フーリハン」は成功した。大いなる皮肉である。
宿命の女と薔薇
このように，モード・ゴンが「宿命の女」であることに変わりがないのだが，
当時の彼女が進歩的であったのは政治においてのみであった。このことは確認
しておかなければならない。たとえば，彼女が創作した『夜明け」（1904）と
いう劇にも明らかだ。大飢饒の際のイギリスの無策を批難し，蜂起の必要性を
描いた現実的な作品である。イェイツの『キャスリーン・ニ・フーリハン」と
比較して，ゴンの作品の方が優れているという批評家もいる。にもかかわらず，
この作品での女性の役割は受動的である。蜂起に参加するのは男の役割であり，
女性は家を守る存在にすぎない('0)。
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実のところ，ゴンの家庭生活は幸福なものではなかった。最初の結婚相手は
フランス人のジャーナリストであるルシヤン・ミルヴォワで，1889年に長男
ジョージズが，1894年には娘イズールトが生まれている。だがゴンにとって
は不幸であったようで，ほどなくミルヴォワと離婚した。イェイツとの交際が
始まったのは長男の死亡のころで，彼にその悲しみを癒してもらいたかったの
であろう。それに加え，ポーア戦争への関わりから結ばれた，ジョン・マクブ
ライドとの結婚も地獄であった。家庭内暴力が絶えなかったのである。そうし
た家庭生活はアイルランドにおいてはことさら珍しいものではなかったようだ
が，問題なのは，そのような生活を送りながらも，彼女が女性のための運動を
展開することがなかったことである(ID。
しかしながら，モード・ゴンはイェイツにそうした私生活を話すことはなかっ
た。彼女はいわゆる「つれなき乙女」であり続けたのである。そのため，イェ
イツは実状をしらぬまま，一方で彼女を賛美し，他方でその死を願ってもいた。
だがいずれにせよ，ゴンは「薔薇」として表象され，詩で讃えられた。とりわ
け詩集『薔薇』では，二つのイタリック体に挟まれ，その美が賛美されている。
巻頭の詩は薔薇への問いかけであり，巻末はミューズとしての役割を付与され
ている。その巻末の詩の「来たるべき時代のアイルランドへ」の冒頭部を挙げ
ておきたい。
Ｋ）zo”，抗ａｔＩｚ(ﾉo〃/aacco""ぬｄｂｅ
ＴＭｅｂｍ舵γq/､αＣＯ?"Pα"ｙ
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1VOγｂｅＩα'zyJessq/ｔｈｅｍ， 
ＢＣＣα"ｓｅｔ/ｚｅ”d-mose-6ome形ｄ/2ｃｍ
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こうしたイェイツのゴンに対する賛美はその後も変わらない。薔薇は女性，
愛，国家の象徴でありながら，その背後にはゴンのイメージが投影されている。
彼女はイェイツの想像力を刺激してやまない永遠の存在であった。詩集『葦間
の風」（1899）においても変わらない。政治への関心の高まりを示すかのよう
な黙示録的な詩「黒豚渓谷」にしても，恋人としての苦悩の反映として読むこ
とができる。イェイツのゴンヘの賛美は続いていた。詩「恋人に唄をささげる」
でも，やはりＰＲ.Ｂなみにその美が纏々と描かれている。
Fastenyourhairwithagoldenpin， 
Ａｎｄｂｉｎｄｕｐｅｖｅｒｙｗａｎｄｅｒｉｎｇｔｒｅｓｓ； 
Ｉｂａｄｅｍｙｈｅａｒｔｂｕｉｌｄｔｈｅｓｅｐｏｏｒｒｈｙmes： 
Ｉｔｗｏｒｋｅｄａｔｔｈｅｍ,ｄａｙｏｕｔ,ｄａｙｉｎ， 
Buildingasorrowfulloveliness 
Ouｔｏｆｔｈｅｂａｔｔｌｅｓｏｆｏｌｄｔｉｍｅｓ． 
Ｙｏｕｎｅｅｄｂｕｔｌｉｆｔａｐｅａｒｌ－ｐａｌｅｈａｎｄ， 
Ａｎｄｂｉｎｄｕｐｙｏｕｒｌｏｎｇｈａｉｒａｎｄｓｉｇｈ； 
Ａｎｄａｌｌｍｅｎ，ｓｈｅａｒｔｓｍｕｓｔｂｕｒｎａｎｄｂｅａｔ； 
Ａｎｄｃａｎｄｌｅ－ｌｉｋｅｆｏａｍｏｎｔｈｅｄｉｍｓａｎｄ， 
Ａｎｄｓｔａｒｓｃｌｉｍｂｉｎｇｔｈｅｄｅｗ－ｄｒｏｐｐｉｎｇｓｋｙ， 
Ｌｉｖｅｂｕｔｔｏｌｉｇｈｔｙｏｕｒｐａｓｓｉｎｇｆｅｅｔ． 
詩集『葦間の風」は優れた作品であり，アーサー・シモンズからも絶賛され，
文学賞も受賞した。ゴンとの関係は少しも前進することはなかったが，文学運
動や政治運動を通じて，二人の関係は変わらなかった。頑ななゴンの姿勢にイェ
イツが他の女性に好意を向けたことがあったものの，ゴンはイェイツにとり
｢宿命の女」であり続けたのである。ゴンが私生活を告白するのは『葦間の風』
創作のことであった。１０年以上にわたり慕い続けてきた女性が真実を語った
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のである。
その後，イェイツは１９１６年に未亡人となったモード・ゴンに再び求婚し，
拒絶されるとそのまま娘イズールトに求婚している。イェイツがジョージー・
ハイドーリーズとの結婚を決意することになるのは，イズールトにも拒まれた
翌年のことである。彼女は自動記述の才能を持つ，特別な女性であった。しか
しながら，ゴンの告白を聞いた後，象徴としての薔薇はイェイツの詩からは次
第にその姿を消す。詩集『マイケル・ロバーツと踊り子』（1921）において，
アイルランドの独立への風刺であるような「ばらの木」が収められたにすぎな
い。「ばら」は力を喪失したアイルランドの象徴に下落させられていると思わ
れる('2)。
`Owordsarelightlyspoken,， 
SaidPearsetoConnolly， 
Ｍａｙｂｅａｂｒｅａｔｈｏｆｐｏｌｉｔｉｃｗｏｒｄｓ 
ＨａｓｗitheredourRoseTree； 
Ｏｒｍａｙｂｅｂｕｔａｗｉｎｄｔｈａｔｂｌｏｗｓ 
Ａｃｒｏｓｓthebittersea.， 
`Ｉｔｎｅｅｄｓｔｏｂｅｂｕｔｗａｔｅｒｅｄ,， 
JamesConnollyreplied， 
`Ｔｏｍａｋｅｔｈｅｇｒｅｅｎｃｏｍｅｏｕｔａｇａｉｎ 
Ａｎｄｓpreadoneveryside， 
Ａｎｄｓｈａｋｅｔｈｅｂｌｏｓｓｏｍｆｒｏｍｔｈｅｂｕｄ 
Ｔｏbethegarden'spride.， 
`Ｂｕｔｗｈｅｒｅｃａｎｗｅｄｒａｗｗａｔｅｒ,， 
SaidPearsetoConnolly， 
`Ｗｈｅｎａｌｌｔｈｅｗｅｌｌｓａｒｅｐａｒｃｈｅｄａｗａｙ？ 
Ｏｐｌａｉｎａｓｐｌａｉｎｃａｎｂｅ 
Ｔｈｅｒｅ'ｓｎｏｔｈｉｎｇｂｕｔｏｕｒｏｗｎｒｅｄｂｌｏｏｄ 
ＣａｎｍａｋｅａｒｉｇｈｔＲｏｓｅＴｒｅｅ.， 
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モード・ゴンの私生活をめぐる告白を耳にした後，イェイツにとり彼女はも
はや神秘的な存在ではなくなったのであろう。このころからイェイツは演劇活
動に力を入れ，社会と積極的な関わりを持つことになった。これまでの「象徴」
に依存する受動的な態度から，自己の再生を希求するかのように男性的な「仮
面」を模索することになった。彼はさらに初期の詩を脱神話化しながら，昔日
の自己へのパリノードも行っている。モード・ゴンの関わりも絶えて久しく，
回春の手術も受け，新たな地平を模索していたと思われる。
むすび
イェイツは変貌の詩人と言われる。その創作は大きく三期に分類されている。
第一期は『葦間の風』のころまでである。第二期は『責任」（1914）のころま
でで，これまでのロマンティクなアイルランドに別れを告げ，政治に関わる劇
や詩に力を入れた。第三期は国内での孤立を意識し，モダニズムの運動に関わっ
た。そして第二次大戦中のフランスで客死し，十年後に郷愁を抱き続けたスラ
イゴーの墓地に埋葬された。その墓碑銘は『最後の詩集』の「ブルペン山の麓
に」から引用され，「生にも死にも／冷たい目を役げよ／行け騎馬の人」とい
うシニカルな言葉が刻まれている。初期の『アシーンの放浪，その他の詩』に
舞い戻ったような印象を与える。あるいは新たな「宿命の女」の想念に再び囚
われたとも思われる。
《注》
（１）EdwardSaid,“YeatsandDecolonization,”Ｃ"伽”α"。l>"ＰＧγjａＪｊｓｍ（New
York:Vintage,1993）220-238. 
（２）ＷＢ､Yeats,Ｔ/zePbems,edDanielA1bright（London:Everyman,1994）７０． 
以下，イェイツの詩はこの版による。
（３）E1izabethBergmannLoizeaux，Ｙｂαおα"ｄ伽ＷＳ"αJ｣Ｍｓ（NewJersey：
RutgarsUP,1986）6-33．イエイツの詩と絵画については１ＡれげＩＭａＭＤｕｂ‐
ｌin:Gill,2011.を参照。
（４）TerenceBrown,Ｔ/zeLiybq／ＷＢ・Ｙｂα応（Dublin:Gill,1999）４６．
（５）Ｗ､Ｂ・Yeats,Ａ"ZobjogmP/zjes,ｅｄ､WilliamHO，DonnellandDouglasN
Archibald（NewYork:Scribner,1999）１１４． 
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CambridgeUP,2006）１４． 
（７）Ｗ・BYeats，ＭＤｍｏ舵，Az4Zo6j0gmPhJノーＦＷｓｔＤｍ/Ｚノb"、αムｅｄ、Denis
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（Athens:UofGeorgiaP,1993）9-25. 
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ＷγiZi'ＺｇｅｄＴｏｎｉＯ，BrienJohnsonandDavidCairns（MiltonKeynes:Ｏｐｅｎ 
ＵＰ,1991）23-39．モード・ゴンの、α切れについては，MaudGonneMacBride，
“DawnbyMaudGonneMacBride,，，LostPJCJysq/・功ｅ腕s〃肋"αｉｓsα"Ce,ｅｄ、
RobertHoganandJamesKilroy（Dublin:Proscenium）73-84.を参照。
(10）AntoinetteQuinn,“CathleenniHoulihanWritesBack:MaudGonneand 
NationalistTheater,''０Ｇｍｇγα"aScju"αＪｊｔｙｊ〃ＭＭｅｍＺＭａＭ)ｅｄ,Anthony
BradleyandMaryannGialanellaValius（MassachusettsUofMassachusetts 
P,1997）39-59． 
(11）SamuelLevenson,ＡＢｊｏｇｎＷｚｙｑ／Ybats'BcJoueaMz"ａＧｏ""ｅ（London： 
Cassell,1976）230-31． 
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